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39．単振動 
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の単振動であり， 

 等速円運動と対応させると下図のようになるから， 

 時刻 tにおける物体 M の振動中心からの変位は t
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 よって，時刻 tにおける物体 M の速度は t
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 補足 
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(5) 

左へ滑るときの振動中心の位置を Cx とすると，
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また，その運動方程式は， kxmgma -= m  

振動中心 Cx では 0=a だから， dkmgkxmg 5.00 C ×-=-= mm  kdmg 5.0=\m  

右へ滑るときの運動方程式は， mgkxma m--=  

振動中心を 'Cx とすると，振動中心 'Cx では 0=a だから， mgkx m--= '0 C  

これと kdmg 5.0=m より， dx 5.0'C -=  


